
Title ソグドとバクトリアにおいてアヴェスターのヤシュト
は知られていたか─図像学的資料による検討─

Author(s) Grenet, Frantz; 影山, 悦子

Citation 内陸アジア言語の研究. 10 P.85-P.100

Issue Date 1995-07

Text Version publisher

URL http://hdl.handle.net/11094/18090

DOI

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



ソ グ ド とバ ク トリ ア に お い て ア ヴ ェ ス タ ー の
(訳者注1)

ヤ シ ュ トは 知 られ て い た か

図像学的資料 に よる検討

F.グ ルネ

影 山悦 子(訳)

FrantzGrenet

``3HaHHe月 田ToBABecTHBCorAeHBaKTpHHrlo月aHHblM

HKoHorpaΦHH",B刀 レ1,199314,pp.149-160.

B.n.ア レクセーエフがソ連科学アカデミー考古学研究所所長に就任すると同

時に,サ マルカンドの,ソ ビエ ト・フランス調査団が設立された(この調査隊は

現在ではウズベク ・フランス考古学調査団となっている)*.こ れは我々にとっ

て本当に幸いなことであったB.n.ア レクセーエフは,こ の計画を熱意をもって

受け入れて くれたが,彼 の熱意と助言及びアイディアは,か けがえのないもの

であった.丸 三年間ソ連 とフランスとにおける我々の協力関係は継続 し,B.

n.ア レクセーエフは,ソ ビエ ト・フランス調査団にたいへん深い関心を示 して

くれた.私 の友であ り,ま た優秀な研究者で もある彼の追悼のために捧げられ

るこの雑誌の本号に,論 文を発表することがで きるのは私にとってたいへんな

名誉である.古 代の神話やインド・アーリア民族の移動の問題は,彼 の興味の

範囲に含まれていた.こ の論文で検討される諸問題が,B.n.ア レクセーエフに

とっても興味深いものであることを願っている.

ゾロァスター教 という宗教は,儀 式 という形で も,聖 典 という形で も,具 体

的にその存在を把握することができる.ゾ ロアスター教 を構成するこの二つの

*.現 在FGrenetは,こ の調査 団のフラ ンス側 の団長 である.一 編者 注
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要素は,そ の中で密接に結びつきあっている.ア ヴェスター語の聖典の言葉を

声に出すことは,《天賦の才能》であ り,通 常種々の祈祷の儀式の中で行われ

る.ま た,日 常生活における宗教儀式,さ らには敬慶な故人の身体の取扱い

や,信 者による悪霊の追放などは,ア ヴェスターの多 くの部分で詳 しく記述さ

れているが,と りわけウィーデーウダー ト書に多 く見 られる.

イスラム化以前の人々にゾロアスター教が どれほど普及 していたかを判断す

る上で,西 トルキスタンの考古学者が,ま ず第一に遺物から分かることを根拠

としたのはもっともなことである.我 々は,墓 地遺跡,建 築物,神 殿の装飾,

家財道具,そ してとりわけ,家 庭のかまどを,そ のような遺物 と考 えた.

聖典の使用の普及 とその程度を研究することは,は るかに困難である.な ぜ

ならば,西 トルキスタンの地質条件の下ではテキス トが保存されることは,た

いへん稀であることを考慮にいれなければならないからである.ペ ンジケ ント
ふだ

の宮殿の発掘作業によって,い くつかの《札》が発見された.そ れは陶器のかけ
(1)

らに書 か れ た寄 進 者 の献 詞 で あ る.パ ミー ル とカ ス ピ海 の 問 の地 域 で は,イ ス

ラ ム化 以 前 の宗 教 の聖 典 と して は ザ ンダ ・テペ(西 トハ リス タ ン)と メ ル ブ 出土

(2)
の仏教写本の断片があるが,こ れらはごく例外的なものである.さ らにペンジ

(3)
ケン トでも,陶 片に書かれたシリア語の詩篇が発見されている.し たがってこ

れらのテキス トは,ど れ も外来の宗教のもので土着の宗教とは関係 していない

のである.

周知の通 り,東 トルキスタンでは文書の保存条件ははるかに良好である.し

か しそこで も,仏 教,マ ニ教,さ らにキリス ト教の寺院で,各 々の宗教の文献

(1》 刀HB田 目U,B.A.,皿IKoAa,B.「,`℃orAH疏cKHeHaAnHcHH3xpaMaIB

neH月)KHKeHTe",11ンL45,1982,PP.131-141.

(2)Bopo6beBa「 日ecHToBcKa月,M.獄,,"rlaM肌H目K睦nHcbMoMKxapomTxHH

6PaxMHH3coBeTcKo藺CpeAHe藺A3HH",〃 ご〃zop配 π α κ〃L彫6〃勒 ρα1影 κ〃切 αノzδκo配

且3肱,MocKBa,1983,pp.63-86.

(3}Ha画KoBa,A.B.,Map田aKJう.H.,"CHpH曲cKa月Ha即HcbH3neH月)KHKeHTa",看 ℃〃1,

i976,147,pp.34-38.
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が発見されているにもかかわらず,ゾ ロアスター教の寺院で文献が発見された

ということはない.し か しそれが存在 していたことについては,様 々な証拠が
(4)

ある.

ところで,東 トルキスタン出土のソグド語テキス トのい くつかには,ソ グ ド

人にアヴェスターのいくつかのパ ッセージが知られていたというわずかではあ

るが,し か し疑う余地のない証拠がある.第 一の証拠は,ソ グ ド語テキス トの

中に,西 イラン語からの借用語ではなく,本 来のソグ ド語の単語であるpncw

γ'δhが存在することである.そ れは「5つのヴーサー」,す なわちアヴェスター

の最 も神聖な部分で,ゾ ロアスター自身の手によると考えられる唯一の部分を
(5)

意 味 す る.第 二 に,あ る マ ニ教 テ キス トの 中 に,ア ヴ ェス ター の祈 りの 言 葉 で

あ る ア シ ェ ム ・ウ ォ フー が含 まれ て い る とい う事 実 が あ る,し か もそ れ は古 風
(6)

な ソ グ ド語 で伝 承 され て い る.そ して 最 後 に,ソ グ ド語 文 献 の 中 に は,ハ ー

ゾ ー ク ト ・ナ ス ク に似 た2点 の 断片 が 存 在 す る.ハ ー ゾ ー ク ト ・ナ ス ク と は,

ア ヴ ェ ス タ ー の賛 歌 であ り,敬 慶 な人 の魂 を あの 世 へ 導 く道 につ い て 述 べ て い

(7)

る.一 つ は密 教 風 の呪 術 に 関す る テ キ ス トで あ り,も う一 つ は マ ニ 教 の 説 話 め

(8)

中 に見 られ る.

ソグ ド人 が ア ヴ ェス タ ー を知 っ てい た こ とを示 唆 す る典 籍 も,わ ず か で はあ

るが 存 在 して い る.パ フ ラ ヴ ィ語 の作 品 『シ ャ フ リス ター ンハ ー ・イ ・エ ー ラー

(4)qyryeBcKHn,ノ1」4.,``HoBbIeMaTepHaJIb且KHcTop目Hcor月 目藺cKo藺KoJloHHHB

Pa前oHe』yHbxyaHa",0η47α κδ`α κ⑳o∂b`800〃zoκ α10,1971,pp152-153;Leslie,

D。D.,``PorsianTemplosinTangChina",〃oπ 房アη8雇 α5εr'cα35,1981-1983,pp.275-303.

(5)Heming,WB.,"ASogdianGod",B50盛 ∫28,1965,p.251.

(6)Sims-WiUiams,N.,"TheSog(紅anFragmentsQftheBddsLLibrarジ,1η40一 磁 π`αηJo麗 η～αJ

l8,1976,pp.46-48;Gefshevitch,L,``Append孟x",'わ'4,pp75-82.

(7)BCnvenist,E.,ルfゴ ∬'oηPεZ〃o'θ ηA∫'8Cε η'rα」8,〃'1セx紹 ∫5084'θ η∫,Pans,1940,pp.68-69

(=テ キスト3,203-219):He㎜ing,W。B.,"TheSogdi飢1TextsofPads",B∫OA∫ll,1943-1946,

p.729.(風 の 神 を 賛 辞 す る 部 分 で,ハ ー ゾ ー ク ト ・ナ ス ク2,7-8に 類 似 す る)

(8)Hennlng,WB.,"SogdianTales",B∫OA511,1943-1946,pp.476-477.(ダ エ ー ナ の 記 述

で,ハ ー ゾ ー ク ト ・ナ ス ク2.9-15に 類 似 す る)
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ン シ ャ フル 』Shahr圭stanh巨iEranshahrに よれ ば マ ケ ドニ ア 人 で あ る ア レク サ ン

ダ ー は,サ マ ル カ ン ドを征 服 し金 の 板 に刻 まれ た ア ヴ ェス ター の テ キ ス トを破
(9)

壊 した.こ れ は伝 説 で あ るが,サ サ ン朝 ペ ル シ ャの ゾ ロ アス ター 教徒 が ソ グ ド

人 に ア ヴ ェ ス タ ーの 知 識 が あ る と認 め てい た こ とが これ に よ って 証 明 され るの

で あ る.

イス ラム化 以 前 に は,ア ヴ ェス ター の テ キス トは 主 と して 口伝 の 形 を と って

伝 承 され た こ と,そ して ゾ ロ ア ス タ ー教 が 国教 的 地 位 を得 て い た サ サ ン朝 ペ ル

シ ャ にお い て も,同 様 に 口伝 で あ っ た こ とを忘 れ て はい け な い.ア ヴ ェス タ ー

を文 字 化 す る こ と は,4-5世 紀 に な っ て行 わ れ た.そ の 写 本 は たい へ ん 限 ら

れ た 数 量 しか存 在 せ ず,マ ニ教,キ リス ト教 仏 教 の 教 団 で 使 用 され て いた 各 々

の 聖 典 よ りは る か に 少 な か った の で あ る.

ア ヴ ェス ター の テ キス トが 西 トル キス タ ン に及 ぼ した 影 響 を よ り正確 に判 断

す る た め に,文 献 資 料 の検 討 は こ れ くら い に して,ソ グ ドデ ィ ア ナ とバ ク トリ

ア にお け る神 々 の 図像 の検 討 に移 ろ う.多 くの場 合 神 々 の像 とヤ シ ュ トの 記 述

に は,正 確 な類 似 が 見 られ る.様 々 な神 々 に捧 げ られ た21の 賛 歌 は,文 体 の観

点 か らす れ ば,ア ヴ ェ ス タ ー の 中 で最 も魅 力 的 な部 分 で あ る.こ の資 料 は今 日

で は,H湖.ス テ ブ リ ン ・カ ーメ ンス キ ー の正確 か つ詩 的 な翻 訳 の お か げ で,ロ

(10,訳 者注2)

シ ア 人 に も容易 に 利 用 で き る よ う に な っ て い る.

カニ シ カ王 の 貨 幣 に打 ち 出 され た 勝 利 の 神 ウル ス ラ グナV。r。 θraγna(バ ク ト

リア語 で は オ ル ラ グ ノopλ αYvo)の 像 は,以 前 か ら知 られ て い た(図1).彼 の

姿 と権 力 を象 徴 す る持 物 は,ク シ ャ ン朝 の支 配 者 の そ れ と一 致 して い る.一 致

して い な い 点 は羽 を広 げ て冠 を飾 って い る猛 禽 の 存 在 で あ る.既 に100年 前 に
(11)

A.ス タ イ ンは,こ の 鳥 が そ の神 の化 身 の一 つ で あ る と推 測 して い る が,こ の こ

(9)Markwa慌,J.,ACα'αJo8駕8q価 εProv'ηc'α'G写p∫'α'5qr翫 伽5肱hr,Roma,1931,pp.8」9(§4-

5).

(10)CTe6JIMH-KaMeHcKHH,H.M.,4θ θαηα 〃3の α朋6∫ θ 盟 溺κ6τ,乃ylHaH6e,1990.

(11)AurelStein,M.,"ZoroastnanDeidesonIndo-ScythianCoins",Or'θ 脚 」αη4Bα わy'o加 αη

Rεcor4August,1887,P89fL
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とはウルスラグナに捧げられたヤ

シュ トに も記 されている(ヤ シュ

トXIV.19).

アフラによって創造された

ウルスラグナは7度 目に

ゾロアスターに現れた.

ワールガン鳥のように飛んで

下から獲物捕 らえつつ

上からは獲物 を破砕 しつつ

すべての鳥の中で最も速い

図2.フ ヴィシュ カ王金貨の イアムショー神(「 イマ王」)

飛ぶものの中では最 も軽快なものは.

詩中の描写によれば,ワ ールガンV盗roganと いう鳥はタカである.こ の比定

はその外見の描写 と,幾 つかの西 トルキスタンの言語中の同 じ語源の語の意味

か らも支持 される.

この鳥の図像は,フ ヴィシュカ王の貨幣にも現れる(図2).私 は数年前に発

表 した論文の中で,こ の貨幣の図像にたい して,以 下のような解釈を提案 し
(12)
た.す なわちその鳥は,戦 いのために鎧をつけ頭には王冠を頂いた人物の腕輪

の上にとまっている.そ の人物の名は銘文によればイアムショ しα帥oで,「 イ

マ王」を意味する.し かもこの絵は,イ マの伝説の中の一つのエピソー ドを図示

したものである.そ の伝説は,王 権と幸福の象徴であるフワルナxvargnahの 賛

歌に記されている(ヤ シュ トXIX.34-35).

この虚偽

真実ならざる言葉を

おのが心に抱 きしとき

鳥の姿 してフワルナは

(12)Grenet,F,``Notessurlepanth60niraniendesKoushans",∫ 如4'α 〃αη'cα13,1984,pp.253-

258.

(89)



イマより目に明 らかに飛び去 りし.

フワルナの鳥の如 く

飛び去 るを見たるとき

すばらしき畜群の保持者なる

輝 くばか りのイマは

心喜ばず彷裡 し

敵から逃れて

大地に隠れた り.

初めフワルナ

イマより離れしとき

そはウィワフワントの後喬なる

イマより去 りた り

ワールガン鳥の如 く飛翔 して.

正統派のゾロアスター教の伝説によれば,イ マは英雄であり王の先祖であ

る.し かし神像以外は表現 されないクシャンの貨幣の裏側に,彼 が描かれてい

るという事実から,バ ク トリァでは,彼 が神性 を有 していたことが判明する.

彼は冥界の神であった可能性が高い,さ らに西 トルキスタンにおいてイマが神

であったことを証明するのは,エ フタル時代の印章にある銘文である.そ の銘

文は固有名詞 《φpしLOしαゆo》 と読まれる人名で,こ れは 「(神である)イ アム
(13)

ショーに好 まれた」を意味する.従 って教義的には矛盾はあるのだが,フ ヴィ

シュカ王の貨幣の図像から,イ マとフワルナ鳥に関する伝説が,イ ラン世界に

おいて類似 した形式で知られていたことが分かるのである,

次の絵(図3)は,バ ク トリアに隣接する地域であるバーミヤーンで発見 され

た.こ の壁画は,二 体の巨大な仏像のうちの小 さい方の像の頭上にある丸天井

(13)G6b1,R,Doた 翼耀 η'εz彫rG8∫醐cん'ε4εr吻 η'∫cん8ηHκ朋8π,Wiesbaben,1967,IV.T瓠86

(G.34)(こ の 銘 文 はSims-Williamsに よっ て解 読 さ れ た,筆 者 は この 情 報 に心 よ り感 謝

の 意 を表 す る.)

(90)



騰

.さ)通

雁

、
1
Ω

1

1

ー
ー

」

ヘ ノい)＼ 心

グ6

,醸

.
銘
縦

∠

.7〆

ソーF

繍 『.蝦

蒙

〃

-

ー

f

へ

　

綱
贈

禽
軸

嶺

璽
ぞ

贔

鍍

愁
嚢

ド 気

罐

珍 ∀

畝ム

醗
…

…
V

ゴー,
f

.
「
ー

忌
ー

;

曳

㍉

麗

,

鉄
〆

ノ
/

蕉
含

'

舗

轟
蝋

r
へ

＼

ノ

つ

「
ー

バ

∠～ ⊥璽 ミ 劃
図3.仏 陀の頭 上に描 かれた ミス ラ像(バ ー ミヤー ン)

(91)



の飾 りで あ り,そ の年 代 は お よそ7世 紀 の もの と され て い る.こ の構 図 の 中心

部 分 の テ ー マ は,仏 教 起 源の もの で は な い し,イ ン ドの太 陽 神 で あ る ス ー リァ
(14)

の標準的な図像 ともかな り違 う.こ こでは明らかに太陽という戦闘用二輪馬車

に乗って疾走 しているミスラが描かれていて,ヤ シュ トXの 記述 とよく一致 し.

ている.

(102):

我々はミスラを祭る

その馬白く

その槍鋭 く長き(も のを).

(124-125):

力強きミスラは

明るい称賛の家の中から

軽々と運ぶ

金で飾られた戦車を

美 し.く,素晴 らしい(戦 車を).

この戦車を

牽 くのは四頭の白い馬

それらは霊の飼葉を食べ

不死にして速 きもの.

この絵の中の二つの場面 をより詳しく見てみよう.こ の二つは私の知るかぎ

(14)Rowland,B.,``BuddhaandtheSun-god",ZatmoxisI,1938,pp.69-84;Tarzi,Z.,

L'architectureetle4δcorrupestredesgrottesdeB歪mゴy訂11,Paris,1977,1,pp.4-6,128;II,

PLAI;IIIKoAa,B.,``KBoilpocyoKyJIbToBbIxcUeHaxBcornHhcKoth

>KHBonHcH",Cハ945,1980,pp.60-63.(注16参 照);Klimburg-Salter,D.,TheKingdomof

B互mfy毎n;BuddhistArtandCultureoftheHinduKush,Naples-Rome,1989,pp.128f.

(Kimburg-salter,D.は バ ー ミ ヤ ー ン の 構 図 を 他 の 二 人 よ り正 確 に 再 現 し て い る.左 側 の

女 神 の 盾 に あ る 人 間 の 顔 の 描 写 に 注 目 し よ う 。 こ れ に はKlimburg-Salterさ え も気 付 い

て は い な い が 明 ら か に,ア テ ー ナ ー の 盾 に あ る ゴ ル ゴ ン の 顔 と 同 じ も の で あ る.我 々
　タはの

は この部分 をここではっ きりと図版化 する ことがで きた、
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りでは,こ れまで誰 も検討 したこと

がなかったものである.

第一 に,ミ スラに関するヤシュ ト

のテキス トから,こ の場面の脇役の

人物が明確 に説明される.壁 画にお

いて風神の像の下には,た いまつを

持つキンナラの ような2匹 の生き物

が見える(図4).こ れは,ヤ シュ ト

Xの 第127節 の図である.

ミスラの前に

燃え盛る火が飛ぶ.

それは,カ ウイのフワルナなり.

羽を持つ二柱の女神が,馬 車の中

で両端から神を取 り囲んでいる.彼

女 らの外見は,ス ーリヤの伴侶であ

るウシャス とプラティウシャスには

似ていない.(絵 に向かって)左 側の
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図4,図3の 細部:た いまつを持つキンナラ,ア ルシュター ト神

もの は,ア テ ナ神 の外 見 を して い る.西 トル キ ス タ ンで は こ の ギ リシ ャの女 神

は,イ ラ ンの 正 義 の 女神 で あ るア ル シ ュ ター トa撤atと 同一 視 さ れ て い た こ と

が 今 日で は よ く知 られ て い る.同 様 の 図像 が,い くつ か の フ ヴ ィ シ ュ カ王 の貨

幣 に も見 られ る.そ こで は アル シ ュ ター トの 名 が,リ シ ュ ト ρL俳oと バ ク トリ

(15)

ア語 で記 され て い る.ア ヴェ ス タで は,ミ ス ラ と と もに ラ シ ュ ヌ神 が 記 述 さ れ

て い る.ラ シ ュ ヌ とい う名 は 「判 事 」を意 味 す る ので あ る か ら,彼 を ほ とん ど同

(15)Grenet,E,``Notessurlepanth60niranien…",pp.258」262;idem(ed.),``L'ath6nade

Dil'berd老in",C〃'8∫ ε'魏oη 麗魏8η∫∫rε」'8'ε砿 伽 ∫"A∫'8c8η 鈷α∫8ρ躍ゴ∫」α雁g麗6,Pahs,1987,

pp。41-45.Rowland,B.は 既 に バ ー ミ ヤ ー ン の 女 神 を ア テ ー ナ と 対 比 し て い る(前 掲 書

p.82).し か し な が ら,中 央 ア ジ ア で は ア テ ー ナ が ア ル シ ュ タ ー ト と同 一 視 さ れ る こ と

は 知 らず,バ ー ミ ヤ ー ン の 図 像 は イ ラ ン の 女 神 ア シ で あ る と推 測 し て い る.
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じ意味の呼び名の神と取 り替えることは驚くにはあたらない.こ の詩には,「知

性」を意味するチスターc徹 巨女神 も言及されている.向 かって右側のアルシュ

ター トと対称的な位置 に描かれている絵はチスター神のものであるに違いな

い.

(ヤ シ ュ トX126):

ミ ス ラ の右 を飛 ぶ の は

最 高 に真 っ 直 ぐ神 々 しい

最 高 に高 く成長 した ラ シ ュ ヌ.

左 を飛 ぶ の は 「知 性 」で,

(そ れ は)最 高 に直 く神 々 しい.

ミス ラの 同伴 者 とた い まつ を持 っ て い る生 き物 が,飛 ん で い る姿 で 描 か れ て

い る こ とは注 目 され る.こ の こ とは,テ キ ス トの 中 で も実 際 に言 明 さ れ て い る

し(vazaite,vazata),絵 の 中 で も明 らか で あ る,バ ー ミ ヤ ー ン の画 家 は聖 典(ア

ヴ ェス ター)に 忠 実 で あ った ので,ア テ ナ ・ア ル シ ュ ター トに羽 をつ け た の で あ

る.そ の よ うな こ と はギ リ シ ャの 作 品 で は決 して見 受 け られ な い.

第2は,バ ー ミヤ ー ンの 地 理 的 位 置 に関 係 す る.こ の 絵 に 巨大 な ミス ラ が現

れ る こ とは,何 よ り もまず こ この 地形 に 関係 が あ る.と い うの は,向 か い側 に

は コ ーへ ・バ ーバ ー 山が あ り,そ れ は イ シ ュ カ タi蓉kataと み なす べ きで あ ろ う

(イ シュ カ タ は,ミ ス ラ が朝 焼 け と と もに神 話 上 の ハ ラーHara山 か ら天空 の旅
(16)

を始 め た と き,最 初 に見 た 国 で あ る).バ ー ミヤ ー ンの 名 は(古 代 イ ラ ン語 の

bamya「 輝 く(形)」 の 派 生 語 で あ る),日 の 出 の 時 に岩 を照 らす 光 と関 係 が あ

る.こ のb巨myaと い う単 語 は ミ ス ラの住 む所 の記 述 の 一節 に お い て実 際 に用 い

られ て い る(ヤ シ ュ トX,49-50).

(16)Marquart,J.,Uhεer5ロch雌genzロrGe5chfch`evonEr訂 η,2ndvoL,Leipzig,1905,pp.73-74;

Gcrshevitch,1.,η1εAvθ 訂碑 〃y翅 π'oM'∫ 加 α,Cambridge,1959,pp.174-176;Bemard,P.,

Francfort,H.P.,E'幅 ω4θ8608r叩 痂ε 痂∫∫or'gπ85πr'α μ αごηεd'、4ガ κ肱 πo彫蹴`4な α痂∫如η♪,

Par藍s,1978,p20;Gnoli,G.,Zθroα ∫書ε〆sτ 醐 εα死4Ho蹴 ε`研4,Naples,1980,pp.84-87.
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図6.ペ ンジケ ン トにあ る建物(XXV/28)の 壁画(下 方部分)

我 々 は ミス ラ を祭 る…

彼 の た め に住 居 を

ア フ ラ マ ズ ダー は作 りた り.

高 きハ ラ ー の上 に

多 くの 支 脈 もち輝 け る(そ の 山 の上 に).

(poum.fraorva6syamb互myam)
(17)

最近の研究論文によれば,サ サン朝の東部地方に由来する印章には,ハ ラー

山の山頂か ら昇った瞬間の太陽の光輪のなかにミスラが描かれているという.

この絵の構成のほうがより単純ではあるが,バ ーミヤーンの壁画 と多 くの共通

点を有する(図5).

次の絵(図6)は,ソ グ ドの壁画の中では広 く知 られているものである,こ れ

は,男 女の神々のペアである.厳 かにラクダに座っている神 と,厳 かに雄羊に

(17)Callieri,P.,``OntheDiffusionofMithraImagesinSassanianIran.NewEv垂dencefromaSeal

intheBd廿shMuseum",Eα ∫如 η4W65'40,1990,pp.79-98.
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座 って い る女 神 で あ る.B,匠 マ ル シ ャー ク とB.匠 ラ ス ポ ー ポ ヴ ァは,こ の神

を ウル ス ラ グ ナ(ソ グ ド語 で はWSγn')に 比 定 す る こ とを提 案 し,そ の理 由 と し

(18)
てラクダがウルスラグナの化身の一つであることをあげている.こ の仮説は魅

力的である.し かしなが らこの比定にはいくつ もの矛盾がある.第 一に,男 神

の外見は全 く勇壮ではない,ベ ル トに付けている剣さえ,ソ グドの貴族に付 き

物の剣 となんらかわらない.上 で論 じたクシャン朝のウルスラグナの像の方

が,は るかに戦闘的に見える.ま たカシュカダリヤ出土のオッスアリ(図7)に

描かれている,鷹 のついた花冠を戴 き鎧を着て盾 と矢を振 りかざしている神の

ほうが,そ れよりさらに好戦的である.筆 者はこれを,む しろウルスラグナに
(19)

比 定 し よ う と思 う.

さ ら に聖 典(ア ヴ ェス ター)に は女 神 が ウ ルス ラ グ ナ に随 行 す る とは書 い て は

い な い.だ とす る とむ しろ,「 ラ ク ダ に騎 乗 した神 」と「雄羊 に騎 乗 した女 神 」は

夫 婦 の 図 で あ ろ う.マ ル シ ャー ク とラ ス ポ ー ポ ヴ ァは,こ の 女 神 を 同定 す る際

に3つ の交 替 案 を提 出 して い る.そ れ らは どれ も,ア ヴ ェス タ ー の神 々 の 中 で

は あ ま り重 要 で な い 神 々 で あ る.す な わ ち,ワ ナ ンテ ィ ーvanaintl「 勝 利 」,チ

ス タ ー 「知 性 」,ア ー フ リ ーテ ィafrlti「祝 福 」で あ る.こ れ は あ る意 味 で は矛 盾

して い る.な ぜ な ら「雄 羊 に騎 乗 した 」女 神 の像 は,そ の 伴 侶 を伴 う場 合 も伴 わ

(20)

ない場合 もあるが,ソ グ ドではナナに次いでよく流布 していたか らである.西

トルキスタンの重要な女神であることと,彼 女を守護するものがまさに雄羊で

(18)Marshark,B.L,Raspopova,VJ,,"WallPainUngsfromaHousewi山aGranary.Pa噸iken口st

QuarteroftheEighthCenturyA.D.",∫'灰Roα4Aπ απ4Aκ ゐαθo'08y,1,Kamakura,1990,

pp.137-145,Fig.16-17;ibidem.`℃ultescommunautairesetcultespriv6sen.Sogdiane",

Hf∫ω ケεθ'c郡'∫θ54θ"A∫ ∫8c8班rα'8pr4'∫ 」α配'gκ8,Ed.Bemard.P.,Grenet,E,Paris,1991,

pILl88-189,Note7,Fi琴.L

(19)ノlyHHHa,C。16.,ycMaHoBa,3。 レL,``yHHKa.πbHblHoccyapH前h3Ka田KaAapbH",

06聯 εcηL8εκκ6乙θ κ{瑠 κ配8ya6θ καc配 ακθ5,1985,pp.46-51.

(20)田Koβa,B.,"KBo叩ocyoKyJlbToBb[xc艮eHax…";Me田Kep目c,B.A.,

Oo3∂ 誠cκ απ 椛 解 ρακαηα,ノ]y皿aH6e,1989,pp。253-254,Fig.147.(こ の 女 神 の よ り原 始

的 な 描 写);pp,269-271,Fig.163.Marshak,Raspopova,op.cit;Grenet,F,"Noteadd而onnelle

surlespanneauxmithologiquesdupalaisdeK嘘uk-tobe(Keder)",∫'π4ε α 〃αη'cα21,1992,

p.46.Fig.7,9一 蓋0.
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あ る こ とを考慮 して,も し もこの女 神 が ア シa蓉i,す な わ ち ク シ ャ ンの アル ドク

シ ョ αρδo)Φoで あ る と推 定 す るな ら ば,こ の 像 が これ ほ ど流 布 して い た こ と

を説 明 す る の は 容易 で 南 る.こ こで筆 者 は,ア シ の ヤ シ ュ トを引 用 す る こ とに

す る.(XVII,55-56):

さて,ア シ は言 った.

私 を追 い 出 した

ト ゥー ラ ー ン人 と

速 き馬 持 て る ナ オ タ ラ家 の もの た ち は.

私 は 身 を隠 した

百 匹 の 群 持 て る

雄 羊 の 首 の 下 に.

ア ヴ ェス ター に は2度,ア シ とフ ワル ナ神 が一 緒 に,家 の保 護 者 と して登 場

す る.こ こで は,ヤ シ ュ トXVII,6を 引 用 す る.

美 しき ア シ よ

光 輝 くア シ よ

人 々 の た め に至 福 を もた らす 者
(21)

良 き フ ワル ナ を

汝 が つ き従 う人 々 に与 え る者

(彼 らの)家 は 良 き香 りを発 す.

アシ と フ ワル ナ はバ ク トリ ア語 で は ア ル ドブ シ ョと フ ァ ッロ φαρρoの 名 で知

られ て い る そ れ らは ガ ン ダー ラ芸 術 の な か で は,相 伴 っ て描 かれ た.お そ ら く

(22)

そ の一 対 は銘 文 の つ い て い る アイ ル タム の彫 刻 に も現 れ て い る.従 っ て ラ ク ダ

(21}CTe6JIHH-KaMeHcKH曲,H.は この 部 分 に 〈c丑aBy名 誉 〉とい う訳 語 を 当 て て い る

が,テ キ ス トに は,〈xvareno》 と記 さ れ て い る.

(22)Ha劃ma就a,J.,``TheBactdanInscriptionofAyrtam",3'κ4'αG眉 α醒〃η'∫cα1π班'cα.Festsc㎞ft

fUrHelmutHumbach/Ed.SchmitしR.,Slqaervo,P.0.,Munchen,1986,pp.131-146,Hamla候a,」.

が 提 案 した 銘 文 の 読 み は疑 わ しい け れ ど も,彫 刻 の 痕 跡 の 解釈 は,ガ ン ダー ラ芸 術 の

い くつ か の 作 品 に よっ て 部 分 的 に確 認 され て い る(Φ.TKccoか らの 口 頭 の 情 報 に よ

る).
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図8.ペ ンジ ケ ン トに あ る建 物(XXiv/13)の 壁 画

に騎 乗 して い る神 像 を,現 世 利 益 の神 で もあ り戦 い の守 護 神 で もあ る フ ワ ル ナ

で あ る と考 え る こ とは,筆 者 に は可 能 で あ る と思 わ れ る.彼 は ウ ル ス ラ グ ナ の

助 手 で あ る か ら,そ の化 身 の 一 つ を借 用 す る こ とが で きる の で あ る.フ ワ ル ナ

の た め に 「玉 座 」の役 目 を して い る ラ ク ダの像 は,筆 者 の 見 る 限 りで は,形 容 辞

bar6.xvarenahす な わ ち 「フ ワル ナ を運 ぶ 物」を何 よ りも正確 に説 明 して い る.

そ の 形 容 辞 は ア ヴ ェ ス タ ー の2つ の節(ヤ シ ュ トXIV,2及 び ウ ィ ー デ ー ウ ダ ー
(訳者注4)

トXIX,39)で ウルスラグナに関して使われている.も しソグ ドの神々の中で最

も入気のある1対 の神が,ア シとフワルナであるとすれば,ペ ンジケントの豪

華な家の壁画で,彼 等に随行 している脇役的な登場人物にも正確な説明を与え

ることができる.XXVの 区画にある家の応接間を飾っている絵では,神 像の前

にそれほど大きくない女性の登場人物が,両 肩にワインの入った革袋 を乗せて
(23)

運んでいる.こ の豊饒のシンボルは,と りわけソグドのようなぶどう酒醸造の

(23)Marshak,Raspopova,op.ciし,Flg,17.
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さかんな国では,幸 福の神の取 り巻 きと無関係ではあるまい.彼 女はガンダー

ラにおいても,し ばしばファッロと同一視されるパーンチカ神とともに描かれ

ている。さらにペンジケントのXXIVの 区画にある建物の絵(図8)で は,1対
(24)

の神々が星のシンボルと,あ まり大 きくない天人を従えているが,彼 らは皮袋

か ら雲を流 し出している.こ の構図は,ア ヴェスターめある一節を読むとその

内容が良 く分かる.そ の一節は本来はアシに捧げられていたアルシュター ト・

ヤシュトに含まれている.こ の部分はステブリン ・カーメンスキーの訳にはな

いので,筆 者 自身の訳を提出 してお く.(ヤ シュ トXVIII,4-6):

《背が高 く善良なアシは,王 のために作 られた美 しい家に一歩を踏み入れ

る.馬 は千(倍)に なり,家 畜は千(倍)に なり,有 能な子孫たちも(ま たそ

うなる).同 様にティシュトリア星 も,ア フラマズダーによって作 られた力

強い風 も,聖 なるフワルナも動き出す.そ れらはすべてのよく育った美 し

い緑の植物 に繁栄をあたえ,凍 てつ く寒さを退かせた…》

バク トリアやソグディアナ土着の宗教の信者のために仕事 をしていたその土

地の画家たちは,「絵画のアヴェスター」を創作 しようとしていたのだ,と 結論

するのは正 しくないだろう.し か し少なくとも我々が調査 した例 は,以 下のこ

とを示唆 している.つ まりアヴェスターのテキス トのい くらかの部分,な かん

ず くヤシュ トのいくつかは,彼 等に絵を注文 していた人々の文化の一部になっ

ていたのと同様に,彼 等 自身の文化の一部 ともなっていた.お そ らくササ ン朝

で もそうであったように中央アジアで も,土 着の言語による何らかのアヴェス

ターのテキス トと注釈が存在 し,そ れ らは単に神官たちだけでなく,ず っと広

い範囲に普及していたのである.

(24》Belenltskii,A.M.,Marshak,B.L,Azarpay,G.,∫08伽 πP伽 励8,Berkeley-LosAngeles-

Lρndon,1981,Fig.8.最 も正 確 な 複 製 が 発 表 さ れ て い る.
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訳 者 注

(1)本 稿 はFrantzGrenetの 論 文 の ロ シ ア語 訳(E.K).noπHcKH藺 に よ る)を 和

訳 した もの で あ る.尚,FGrenet博 士 は これ と類 似 した 問題 を扱 っ た論 文 を

別 に発 表 して い る."Bamiy蝕andtheMihrYa導t",甜 〃,1993,pp.87-94.

論 文 の 日本語 訳 を快 く許 して下 さ り,本 訳 文 用 に新 た に 質の 良 い 写真 と図

版 を送 って 下 さ ったRGrenet博 士,並 び にB/1Hの 編 集 長Bongard-Levin教

授 に対 し心 よ り感謝 す る.ま た翻 訳 にあ た っ て は,神 戸 市 外 国 語大 学 の吉 田

豊 助教 授 よ り多 大 な指 導 をい た だ い た.深 く感 謝 の 意 を表 したい.

(2)ヤ シ ュ トの和 訳 にあ た っ て は,CTe6朋H-KaMeHcK曲 の 露 訳 を も と に原

本 も参 考 に して 作 成 した.し か し新 た に学 術 的 な訳 文 を提 出 す る 意 図 は な

い.原 語 の 片仮 名表 記 は一 般 的 と思 わ れ る表記 に従 っ た.一 般 的 表 記 が確 立

して い ない 場 合 は,発 音 に忠 実 に 表記 す る よ う に努 めた.

(3)B瓜Hに 掲 載 され た 図 版 には こ こで言 う ゴル ゴ ンの顔 は 見 え な い.し か し

Grenet博 士 か ら提供 され た新 しい 図版 で はそ れ が は っ き り見 え てい るの で,

こ の部 分 で は 原 文 の 一 部 を変 更 して翻 訳 した.

(4)形 容辞bar6.xvarenahは ウ ィー デ ー ウ ・ダ ー トXIX,37の1節 で使 われ てい

る の み で あ る。 ヤ シ ュ トXIV,2に はbar鴫xvarenahと い う形 が み られ るが,

こ れ は普 通 「フ ワル ナ を もた ら した 」と訳 され て い る.

略 語

BAI-BulletinoftheAsiaInstlωte,Michigan.

BSOAS-BulletinoftheSchoolofOden佃andAfhcanStudies,London.

B刀H-BecTHHK双peBHe疏HcTopHH,MocKBa.

KCHA-KpaTKHecoo6皿eHH511・IHcTHTyTaapxeoJlorHHAHCCCP,

MOCKBa.

HAA-HapoAbiA3H鋳HAΦpHKM,CaHKT-neTep6ypr.

Cr3-Coo6田eHHHrocハapcTBeHHoro3pMHTa)Ka,CaHKT-neTep-

6ypr.
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